
食事摂取基準（2015年版）策定の方向性（案） 
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国民の栄養評価・栄養管理の標準化と質の向上 
○管理栄養士、医師等保健医療関係者による有効活用 

健康寿命の延伸 

健康の 
保持・増進 

生活習慣病の 
発症予防 

生活習慣病の 
重症化予防 

健康日本２１（第２次）の推進 〈平成25～34年度〉 

主要な生活習慣病（がん、循環器疾患、糖尿病、COPD）の発症予防と重症化予防の徹底 

各種疾患ガイドライン
（食事療法含む）の改定 

食事摂取基準の改定 

科学的根拠の整理 実践・研究の推進 

根拠は不十分だが、
重要な課題 

科学的根拠の集積 

厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2010年版）ブロック別講習会」資料 
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食事摂取基準の文献数の推移 
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